倉敷市学校給食調理施設適正化検討委員会の設置について
１　趣旨

　　倉敷市２１世紀学校給食検討委員会による答申「子どもたちの健やかな成長と健康づくりのための今後の学校給食の役割とあり方について」の「施設整備のめざすべき基本的方向について」では，「今後，施設の老朽化に伴う給食施設の建て替えが必要になってくるが，市の施設整備の方針を決め，その方針に従って計画的に建て替えを行うべきである。単独校方式か共同調理場方式にするかについては，教育効果・健康・安全性・経済性の４つの視点から検討する必要がある」とされている。
本市自校方式調理場の多くは，1970年から1980年の間に投資して建設されており，一斉に更新時期を迎えている。これらの調理場はウェット方式で，最新の衛生管理基準に適合しておらず，エアコンもないため高い室温と湿度の中での調理を余儀なくされており，職場環境としても過酷な状況となっている。

衛生管理基準の厳格化やアレルギー対応など，学校給食を取り巻く情勢は大きく変わってきている。調理場更新にあたっては，最新厨房機器の導入やアレルギー対応専用室の設置など，面積的にも設備的にも拡張する必要があり，施設整備の方針の策定は喫緊の課題である。「質の高い学校給食」の継続のために必要な施設整備のあり方について，専門的な見地からの意見をいただき，今後の調理場整備方針を策定する。
２　委員の構成

	　　
	氏名
	所属及び役職

	1
	佐藤　豊信
	岡山商科大学大学院経済学研究科　教授

	2
	金田　雅代
	女子栄養大学　名誉教授

	3
	小山　洋子
	ノートルダム清心女子大学准教授

	4
	古畑　勝人
	倉敷市ＰＴＡ連合会会長　連島南中学校会長

	5
	永瀬　司
	連島中学校校長（共調方式）

	6
	永瀬　通子
	霞丘小学校校長（自校方式）

	7
	月本　妙子
	玉島学校給食共同調理場主任（栄養技師　共調方式）

	8
	廣瀬　雅美
	大高小学校栄養教諭（栄養教諭　自校方式）

	9
	三原　実穂
	長尾小学校栄養教諭（栄養教諭　自校方式）


　　　
事務局

	1
	渡邊　俊一
	倉敷市教育委員会　学校教育部長

	2
	三宅　香織
	倉敷市教育委員会　保健体育課長

	3
	妹尾　英樹
	倉敷市教育委員会　保健体育課長補佐

	4
	福高　聖子
	倉敷市教育委員会　保健体育課　主任（給食担当）

	5
	田中　純子
	倉敷市教育委員会　保健体育課　主任（給食担当）


３　開催時期及び会議内容

　　３回～５回開催の予定
４　その他

検討委員会として，「倉敷市学校給食調理場整備方針（案）」を作成した後に，市教育委員会としてパブリックコメントを実施した上で成案とする。

審議スケジュール
	　　
	日　　時
	内　　　容

	1
	12月20日（木）
13：30～

市内調理場視察＆会議（教育委員室）
	自校方式学校給食調理場の施設の現状について
・調理場視察（倉敷西小学校　真備共同調理場）



	2
	1月　日（　）
	学校給食調理場の運営に係る課題について
・自校方式と共同調理場方式の更新費用や維持管理費用

・学校給食衛生管理基準について

・これからの調理場に求められる機能など

	3
	２月　日（　）

倉敷中央学校給食共同調理場会議室
	倉敷中央学校給食共同調理場視察
市内の自校ウェット方式の調理場の更新手法についての考察


	4
	２月　日（　）

倉敷中央学校給食共同調理場会議室
	倉敷市学校給食調理場整備方針（案）の作成

	5
	３月　日（　）

倉敷中央学校給食共同調理場会議室
	倉敷市学校給食調理場整備方針（案）の作成


	6
	３月　日（　）
	倉敷市学校給食調理場整備方針（案）を提出

パブリックコメント実施
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